



































































調するアーサー (W. BrianArthur, $IncreasingReturnsandPath
DependencemtheEconomy',Univ~ ofMichiganPress,1994)らの複
雑系の問題意識や， ネルソン(RichardR.Nelson, $AnEvolutionary

































































1954, p*1083.東畑精一訳『経済分析の歴史』(6),岩波, 1960年, 2279
ページ)。
(b) 「マーシャルの『原理』は，現今および未来になされうることや





Volkswirtschaft", J9.50, 1926, S.337-388.中村友太郎／島岡光一訳
「歴史と理論｣，玉野井芳郎監修『シュムペーター・社会科学の過去と





















されているが(Q)E""c7wicJD#77z(z/, Sept. 1924~@Pigou(ed. ) ,









































7) Marshall'slettertoJamesWarddatedSept.23, 1900. , J,K.
Whitaker(ed.), ;TheColTespondenceofAlfredMarshall,Economist' ,
Vol.2,LetterNo.620, CambridgeU.P. , 1996, p.285.
8) A.Marshall, :PrinciplesofEconomics' (8thed、 1920) , P.
Groenewegen(ed.),CoUectedWorksofAlfredMarshall,Overstone,
1997, p@i永澤越郎訳『経済学原理』，岩波プックセンター信山社，
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18) A.Marshall, "TheFutureoftheWorkingClasses" (1873) ､



























MarshaU, op･cit. , p･ 105．前掲邦訳, 198ページ。

































22) PE, p.89.邦訳1 , 128 9ページ． 卓越性への欲求を強調するマーシャ
ルにあって，技術改変の主体は非連続的技術革新を行うシュムペーター的企
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面で弊害を減少できるかも知れない。 ・ ・ ‘ （中略）…公共の福祉に対す








32) A・Marshall, "SocialPossibilitieSofEconomicChivalry"(1907) ,
Memorials, pp,33131.










































































































PE, p@ 1 @邦訳1 , 2ページ．
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者）をもう必要としない。 ‘．‘ ･ ・ （中略）……営利のもっとも自由な地域であ
るアメリカ合衆国で朧，営利活勤は宗教的・倫理的な意味を取り去られてい
て，今では純粋な競争の感情に結びつく傾向があり，その結果， スポーツの
性格をおびることさえ稀でばない｡」 (M.Weber,DieProtestantische
EthikundderGeistdesKapitalismus,190405大塚久雄訳『プロテ／
－142－20
A･ ‐才一シャル『経済学原理』における連続性の認識と方法
て高賃金の痩得に向かったものが， いつの間にか後者が目的化したのであ
ったし， また，企業家も「卓越性への欲求」のもと経済騎士道に基づいた
活動が目的であったが，これも利潤穫得そのものが目的化している。また，
労働者における「欲求」と「活動」との関係も同様であって， 「欲求」を
自己目的化する「安楽基準の」向上にの糸関心をもつ労働階級の存在が貧
困を再生産しているのである。マーシャルの独自性は目的と手段の逆転化
傾向を認識しつつ敢えてその上で，労働階級をしてそのように方向付ける
環境を改善すべく彼らを向わせるように意を用いたことであって,ここに，
マーシャルが貧困問題解決を取上げる際の規範と理論の一体性のひとつの
根源があるように思われる。
、‘スタンティズムの倫理と資本主義の精神』，岩波文琿版， 365－6ページ） と。
すなわち，彼は， プロテスタンテイズムの召命倫理から出発した近代資本主
袈が， 20世紀初頭の現実において既に，その倫理的基盤を離れ， もはや単な
る利潤追求動機に支配された世俗的運動と化したことを皮肉をもって描写し
たのであった。それが20世紀の幕開けにあたっての彼の資本主競社会の認識
であった。
－143－ 21
